




ATL 血清疫学において、保存血清を有効に利用する方法を検討することを目的として、予

研・血清銀行に保存されている血清検体のうち、国内健康者から収集された血清について、

提供可能な検体のファイルを整備した。どのように検体を選択するかを考えるための基礎

資料として、ここでは、予研・国内血清銀行に収集されている血清の性質と、これに関し

て入力してある情報を示した。 

予研・血清情報管理室に設置されている国内血清銀行は、1972 年に開設された。収集血清

は、厚生省感染症対策室が各県、地方衛生研究所及び予研の協力のもとに実施している「伝

染病流行予測事業」において、各種疾病の血清疫学のために収集された健康者血清である。 

この事業では、ワクチン対策を持つ 7疾病(ポリオ・ジフテリア・百日ぜき・インフルエン

ザ、日本脳炎、風疹、麻疹)ついて、疾病の流行予測とワクチン接種効果の追跡のために病

原体の検出及び/またはヒトの血清疫学を実施している。採血には担当県において年毎に原

則として一地区が選ばれる。調査対象疾病によって、調査の年齢区分等が異なり、例えば、

百日咳、ジフテリアについては 10歳以下・風疹は原則として女子に限定された。インフル

エンザ・日本脳炎の調査は、全年齢が対象とされている。地方衛生研究所で抗体調査が実

施されたのち、残余血清が予研に搬入され、保存コードを付して、一 70℃に保存されてい

る。 

保存血清について入力されている情報は次の通りである。都道府県検体番号、検査機関名、

採血場所、管轄保健所、調査対象疾病、採血年月日、性別、生年月日、年齢、現住所(市区

町村)、職業出生地、住所と同一都道府県の居住期間、外国滞在の有無、ワクチン歴、及び、

この血清について実施された抗体測定成績。 

1972 年から 1986 年までに採血された血清のうち現在提供可能な健康者血清は合計 62,84。

男性 19,657、女性 42,353、収集県は 44 県におよんでいる。 

これら内訳について以下の表に示した。 


